







　人口の 4 割は高齢者という超々高齢社会が迫っている。2045 年には東京都民
の 3 人に 1 人が高齢者となり、2065 年には総人口が約 8800 万人で 2.5 人に 1 人
が高齢者となる（河合 , 2017, p.23）という。これに伴っていわゆる老年学的な研














( 国立社会保障人口問題研究所 , 2013)．「情報社会論」が対象とする情報社会は
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て解決しようという提案も目に付くようになっている（檜山 , 2017; 吉川・八田 , 




















（1）いつの論文？（2017 年 5 月）
（2）読んでみたい論文タイトル（2017 年 6 － 7 月）








































焦点を絞り、635 法（ブレインライティング）を実施した。これは 6 人 1 チーム




























































































( 小橋 , 2013) の一つだろう。
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